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あ　と　が　き
　今月の巻頭言に，吉岡守正東京女子医大学長の「やわ
らかい講座制を」をいただいた．氏は異なった専門家の
交流を強調しておられる．確かに相似た構成員からなる
集団は活性に乏しい．よく経験することだが，変異の少
ない集団（データ）は情報：量に乏しく，統計学的解析を
しても新しい事柄が浮かび上がってこない．つまり同質
性集団は新しい可能性を秘める確率が少ない．ところで
人間集団という観点からみれば，集団の情報というの
は，構成員各自が持っている情報の集合のみでなく，各
自の発想の多様性も情報量の一因子である．だからこ
そ，ブレインストーミングとか発想の転換とか喧伝され
るのであろう．最近これらの言葉がなぜか以前ほど声高
でなくなった．
　さて，大学では医療の外に教育・研究が要素である．
これらは物（ソフト，流通も含めて）を作る実業界に比
べて，直ちに目に見えることが少ない．つまり実業界で
は自由競争による優劣結果がはっきりしており，これが
また発展に寄与することは，最近の東欧事情をみても明
らかである．一方，新育・研究の成果は優劣の判定が短
期的にはあいまいであり，足劣”（質の悪い情報に起因す
ることが多い）と気付いたときには遅れが甚だしいこと
も少なくない．ここに難しさがある．たとえば，国が毎
年のように人毎制度をいじっても，どのような結果にな
るのか予測がつかない．教育・研究に大切なことは
5～10年先を考えて決定し，成果を長期的にみることで
はなかろうか．
　最近英文の質が向上しつつあるように思われ，喜ばし
く感じている．しかし，まだいわゆる翻訳サービスに頼
んだと思われる（これは一般にひどい英語である）もの
がある．言葉を習うことは真似することである．その意
味で英文抄録を作るには，代表的な外国文献を読んで勉
強することが大切である．この位の長さのものは（抄録
なのである）額に汗して一いや頭痛に鉢巻きというべき
か一作って欲しい．これが本誌を広く世の中に印象づけ
ることに連なる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（舩坂記）
1月幹事会要旨
1．第125回医学会総会は生理学（一），外科学（三）
　教室の当番で平成2年6月8日（金），9日（土）
　の両日開催されることに決定した．
2．臨床懇話会開催並びに予定の報告があった．
　第196回：形成外科学（平成元．！2．4）
　第197回：霞ケ浦・麻酔科（平成2．1．22）
　第198回：外科学（三）（平成2．2．予定）
　第199回：外科学（二）（平成2．3．予定）
3．編集状況の報告並びに編集について討議した．
4．第48巻～49巻のあとがき1頂序が原案通り承認さ
　れ，各号の巻頭言執筆候補者については，各号の
　「あとがき」担当者がそれぞれ責任をもって推薦す
　ることも併せて決定した．
5．第125回総会の特別講演を遠藤教授（物理学），海
　老出教授（病院病理部）の二教授に依頼することに
　決定した．
6．医学会学術奨励金（仮称）について，管理運営規程
　（案），目的，選考等討議され，継続審議となった．
7．勝沼英文審査委員よりの提案事項（英文審査の外国
　人顧問）について種々，慎重審議，検討したが結論
　を得ず，次回改めて審議することになった。
8．日本医事新報の採択件数を増やすため，勝沼臨床懇
　話会委員長より協力依頼の要望書が提出され，承認
　された．
9．現在の業績集の掲載様式を教室別に変更できないか
　と，強い要望があり，これについて検討した結果，
　早急に目録委員会を開き本件につき審議し，その結
　果を3月の幹事会に諮り今後の方針を決定すること
　になった．
